
標準化セミナー実施報告 
   2024 年 2 ⽉ 6 ⽇ 

九州⽀部 
対象 Nacs 会員（九州⽀部）及び 消費者関連有資格者、⼀般市⺠ 
開催⽇時 2024 年 2 ⽉ 3 ⽇（⼟）13:00〜17:00 
開催場所・⽅法 ⿅児島中央駅前 「勤労者交流センター」 7 階第 4 会議室  対⾯⽅式 
参加者数 ⿅児島分科会 3 名 明知孝 有⼭まり⼦ ⽯窪奈穂美   

宮崎分科会 3 名 ⼭本祥⼦ 海⽥朋⼦ 内野圭⼦ 
福岡分科会 3 名 林真実 棟居秀信 藤﨑達也 
会員外 5 名   消費⽣活アドバイザー 柳井⽥浩⼦ 徳納千鶴 

⾃治体職員 明瑞恵 明ともき（⼩ 3）・明ともし（幼稚園年⻑） 
合計１４名     

テーマ 標準化啓発セミナーとタネ探し（セミ深堀）・フィールドワーク 
配布資料 『標準化について考える』   添付参照 
プログラム 

 

時間 内容 担当 備考

司会進行 藤﨑

13:10 開催挨拶 林支部長 開催挨拶

藤﨑 本日の流れ、趣旨

13:15 自己紹介 棟居副支部長 2名で自己紹介後、他己紹介

13:40 標準化説明 明 「標準化について考える」

14:10 各タネの説明と深堀、討議藤﨑

15:00 フィールドワーク 案内：明 ■エレベーターのボタン

■ランドセルの仕様

■洗剤の詰替え表示

■化粧品のレフィル・ケースとヒアリング

15:40 帰着

15:45 発表（アンケートの

代わり）

進行：藤崎 今日のセミナーと討議・フィールドワークで感

じたことを色画用紙に記入して頂き、それを

持って発表する。

16:25 閉会挨拶 棟居副支部長

16:30 終了

宮崎・鹿児島の分科会で事前にワークショップでタネ探しを実施した。

本日はその中から、宮崎２テーマ、鹿児島３テーマのタネについて、

　　・タネの内容を説明、

　　・事前に調査した内容の説明

　　・それに対して参加者で討議　　を実施した。

①エレベーターのボタン

②洗剤のボトル詰め替え

③メイクアップ商品

④新車のバックモニター

⑤ランドセルの防犯ブザー

宮崎のワークショップでの主なタネ

1．エレベーターのボタン

2．キャッシュレスの共通化

3．商品バーコード　消費者で使いたい

4．自転車の安全装置、制限速度

5．洗剤の詰替え表示について

鹿児島のワークショップでの主なタネ

１．エレベーターのボタン

２．食パンの重さ

３．メイクアップ商品

４．海外の商品

５．新車のバックモニター

６．ランドセルの防犯ブザー取付



アンケート結果 
（参加者の感想
発表） 

 
■タネの深堀には、仲間とのフィールドワークが有効だと感じた。 
  本⽇の研修で発⾒も多く、原点に戻れた！！これを発展させていこう。 
■暮らしの中の様々な機会で、標準化について意識して考えてみることが⼤切だと
わかった。そして、情報（疑問に思ったこと等）を共有して、さらに必要性、
重要性を多様な報告から考えていくことが⼤切と感じた。 

■普段“仕⽅ない”と⾃⼰完結していましたが、声に出すことで、⽣活や⽣きやすさ
を変えられることを知りました。⾃分の“？”を⼤事にしたいと思います。 

■初めて参加して、“標準化”という考え⽅がわかりました。⽣活する中で重要なこ
とだとわかりました。今回の 5項⽬ともいろいろ考えさせられました。 
普段何気なく⽣活していますが、いろんなことに気付けたらいいなと思いま
す。 
その中で、交通標識の『⽌まれ』について、⽇本とアメリカで違いがあるがそ
の標準化について知りたいと感じました。 

■初めて『標準化セミナー』に参加して、規格の統⼀について、理解を深めまし
た。皆様とも交流を深められてよかったです。今後消費者
として、今⽇気づかされたことに興味を持って、何かの形
で発信できたらと思います。 

■エレベーターのひらくボタンと、閉まるボタンが⾼くて押し
にくかった。同じ品物の値段が２つあったから、どちらの
値段かわからなかった。 

■エレベーターで実際に迷っている⼈がいた。ランドセルの肩ベルトのフックが 1
つのものと 2 つのものがあった。防犯ブザーはランドセルと⼀緒に購⼊できる
とよい。⾐料⽤洗剤の表記について気にしてなかったが、確かにわかりにく
い。 

■タネ探し、深堀、フィールドワークそれそれで新しい発⾒がいっぱい。皆で活動
すると、良い成果が出そう。 

■交流会が楽しかった。（他⼰紹介、お菓⼦、フィールドワーク） タネ探しは⾯
⽩いけど、難しい。 

■普段あまり気にかけていないことを 
皆さんと⼀緒に深堀することの“楽しさ☆”に気づきました。 

■なかよし→考える→⼀歩前へ 
■科学の進歩で、標準化するタネが出てくるのだと気づきまし
た。 



標準化のタネ ①エレベーターのボタン 
 ・タネの説明  

 エレベーターでとっさの時に、ど
ちらのボタンを押したらいいか
わからなくなる時があり、わかるようにしてほしい。 

 ・事前調査した内容の説明 
   いろんなパターンがあることがわかり、形も統⼀されていない。 
 ・討議 
   *インターネットでも多く取り上げられており、みんなの関⼼事。 

*閉じるボタンは必要ないのでは。 
  開くボタンだけ⼤きく、⽬⽴つようなボタンもある。 
  海外では閉じるボタンは使わない。 
  開くを 1.5倍の⼤きさにしているものもある。もっと⼤きくしてもいい。 
*閉じるボタンを押すと電気を⾷うと聞いたので、省エネのために押さない。 
*開閉ボタンの押し間違えに関する論⽂も出ているようだ。 
*開くボタンは左側にあるので、とっさの時は左ボタンを押す。 
*同じ⾊・⼤きさで分かりにくさ、判別しにくいことでシニアの押し間違いを
誘引していることが⽬の当たりにできた。（フィールドワークでの発⾒） 

②洗剤のボトル詰め替え 
 ・タネの説明 
   洗剤の詰替えボトルの表⽰が『通常

の OO 倍』とか『詰め替え⽤の OO
倍』『選択回数のOO回分』等いろいろあり選定時に迷
ってしまう。 

 ・事前調査した内容の説明 
   いろんなパターンで多さの表⽰がされている。 
 ・討議 
   *インターネットで⾒ると『アタック』だけでも 6-7種類の容器や表⽰がされ

ている。商品宣伝の戦略かもしれないが、消費者は迷う。 
   *字の⼤きさもまちまちで、⽐較基準になる ml や g など⼤切な表⽰が⾒つけ

にくい。 
 *全⾃動⽤の、部屋⼲し⽤の、の違いが判らない。不必要に多い種類。買わせ

るためなのか？成⻑しない国だから、バリエーションを増やして買わせ
る。注意書きも⼩さすぎる。 

 *特⼤サイズ、7 回分とは？「通常のサイズ」の絵が描いてあったのはわかり
やすかった。（フィールドワークでの発⾒） 

 *全⾃動洗濯機の⾃動投⼊だと、洗剤の濃さで設定を変更しないといけないが、
濃さの表⽰が、⽔の量だったり、洗濯物の重量だったりして、計算が困難。 



 
③メイクアップ商品 
 ・タネの説明 
   化粧品の容器が使い切らないうちに、捨てなくてはいけない。容器を⼩さくし

てほしい。 
 ・討議 
   *レフィルのケースが変わるので、次に購⼊時にはすべて新品にしなくてはい

けない。→（フィールドワークで変えないことにしているメーカーもある
ことが分かった） 

   *数⾊⼊りのパッケージで、使わない⾊が残ってしまう。選べるようにならな
いのか。→（フィールドワークで選べるメーカーもあった） 

   *男性化粧品は 50 年前のものがまだ売り場にあった。（フィールドワーク） 
 →商品について困ったことがあったらメーカーのお客様窓⼝に感じたことを連絡

しましょう。皆がすることによって、声が多ければ変わるかもしれない。 
④新⾞のバックモニター 
 ・タネの説明 
   ⾃治体では標準装備の⾞しか買えないが、⾼齢者の職員が多くなり、バックモ

ニターがないことによる、事故が多発している。新⾞には、バックモニターを
標準装備できないか。 

 ・討議 
   *近い将来は、⾃動運転⾞が出てくると思われるので、バックモニターは標準

装備になるのではないか。 
 
⑤ランドセルの防犯ブザー取付位置 
 ・タネの説明 
   ⼩学校に⼊学すると防犯ブザーを持たせることがある。

取付位置の説明を受けていない。ブザーを押せないとこ
ろに付けている。 

 ・討議 
   *ランドセルの肩ベルトに取付⾦具がありそこに取り付けるのでは。 
   *ランドセルの肩ベルトに取付⾦具が両⽅あるものと⽚⽅しかないものがあっ

た。右利き左利き⽤か？→（フィールドワークで発⾒） 
   *防犯ブザーに GPSを付けてはどうか。→あるらしい。 
     宮崎⾼鍋のようにスマートシティになっていると、WiFi で位置がわかる

ようになる。GPSより安い。 
   *ランドセル売り場で、防犯ブザーは置いていなかった。ペアで置くといいの

でなないか。（フィールドワークで発⾒） 
 



担当者所感  参加頂いた⽅々が消費者問題に詳しい⽅々だったことや、各分科会で事前にタネ
探しを実施していたので、深堀検討会に発展させることができた。 
 深堀討議の中で、いろんなタネ＝困りごとが出ているが、内容によっては、標準
化以前に、商品の『お客様窓⼝』に消費者の声として伝えれば、それによって多く
の消費者が要望しているのだと分かり、商品が変わるかもしれない。との意⾒があ
った。確かに内容によってはそれで解決の⽅向に向かうものもあると思われる。 
 新しい技術が出てくるとそれに対する統⼀標準が必要になってくるとおもう。例
えば、今回の洗剤の詰め替えボトルや全⾃動洗濯機の洗剤⾃動投⼊機もその⼀つ
だ。世の中は⽇進⽉歩で変化していくので、それに合わせた標準化が必要になって
いく事を強く感じた。 
 ⼀般消費者と⼩学校の⼦供さんも参加し、貴重な意⾒を聞くことができた。 
普段集まる機会の少ない宮崎・⿅児島分科会のメンバーの交流の場にもなってよ
かった。 
例年、セミナーとワークショップで終わり！だったのを、今年度はそこからさら

に進化させ、発展型のセミナーとワークショップとして、深堀するネタをピックア
ップすることができた。 
次年度この 5項⽬からさらに深堀するタネを絞り込んでいきたい。 

（今年度改善した項⽬、次年度に向けた課題を明記） 
 
 
 
【進⾏表】 
テーマ：標準化啓発セミナーとタネ探し（セミ深堀）・フィールドワーク 
 
⽇時： 2024 年 2 ⽉ 3 ⽇（⼟）13:00〜16:30 

⽬標 
所要
時間 

内容 備考 準備 

主旨の理解 5 分 開会の挨拶 
本⽇の進⾏内
容説明 

林⽀部⻑ 
藤﨑 

タイムスケ
ジュール表
表配布 

お互いを知り、 
アイスブレイク 
 

30 分 他⼰紹介 
・知らない同⼠のペアになり 
  ⾃⼰紹介 めもる。 
・そこで聞き取
った内容を 
  他⼰紹介 

棟居副⽀部⻑ ポストイッ
ト 



標準化の基礎のお
さらい 
後半の深堀討議へ
繋げる 

30 分 『標準化について考える』 
 

明さん 
PPTを使って説明 

PPT 
印刷資料 
 
 
 
 

標準化のタネの説
明と 
検討内容の説明、 
皆で深堀の討議 
さらに深堀が必要
かを探る。 
 

60 分 5項⽬を実施 
①エレベーターのボタン（宮崎） 
②洗剤のボトル詰め替え（宮崎） 
③メイクアップ商品(⿅児島) 
④新⾞のバックモニター（⿅児島） 
⑤ランドセルの防犯ブザー取付位置
（⿅児島） 

 
⼭本さん 
内⽥さん 
明さん 
明さん 
明さん 

PPT 

皆で現場に⾏って
今回の検討内容に
ついて、どうなっ
ているかを確認。 

40 分 フィールドワーク 
近くのスーパーで、商品がどうなっ
ているかを、みんなで確認しました 
①エレベーターのボタン 
②洗剤のボトル詰め替え 
③メイクアップ商品 
⑤ランドセルの防犯ブザー取付位置 

  

今回のセミナーで
各⾃が何を感じた
かを、コメントと
して記載し、発表
してもらう。（ア
ンケートの代わり
として） 

30 分 ⾊画⽤紙に今⽇感じたことを記載し
て頂き、 
それを持って発表してもらった。 

 ⾊画⽤紙 
プロッキー 

 5 分 閉会の挨拶 棟居副⽀部⻑  
 
【アンケート集計】 
回答数：  11枚 
男：3 名 ⼥：8名 所属 nacs:8名 消費⽣活アドバイザー他：3 名 
会員：8名・⾮会員：3 名 年代 30代 1 名、40代 1 名、50代１名、60代 7 名、70代 1 名 

 
問１ 本⽇のセミナーに参加していかがでしたか？ 

１．とても良かった    11 
２．まあまあ良かった   ０ 
３．良くなかった     ０ 



 
問 2 標準化について理解は深まりましたか？ 

１．とても深まった    8 
２．まあまあ深まった   3 
３．あまり深まらなかった 0 

 
問 3 本⽇のセミナーについてご感想・お気づきの点を⾃由にお書きください。 
●技術が進歩すると新たな標準が必要になることを、感じることができた。 
●自己紹介や感想の発表、他の進行も固くなりがちなところを楽しく柔らかく進めて頂きとても良い研修でした。
参加者が楽しめると意見もたくさん出て、成果が上がるものだと思いました。 

●企画、準備、ありがとうございました。発言しやすい参加人数のおかげで充実した話し合いができたと思い
ます。またお会いできるのを楽しみにしています。 

●自由な発言ができるワークショップを創成できた。 

●日頃、思っていたことが、標準化という考え方になるんだということを知りました！ とても勉強になりまし

た！ 

●すべてが、標準化がいいということではないと思いますが、いろいろ考えさせられました！ フィールドワーク

もあり、いろいろなマークや表示の見方が変わりました！ 参加してよかったです！ ありがとうございまし

た！ 

●標準化セミナーとタネ探しは何度もやってきて、これまではそこから発展することがなかったが、今回初試行
のフィールドワークで殻を少し破ることができたと思う。 

●いつもと違う視点で消費生活について考える機会を頂き感謝です。 

●久しぶりにリアルな活動ができて、会の中で交流もできて充実していました。 

●標準化に興味があり家族で参加させていただきました。標準化について、消費者の視点や声を上げていく
ことの重要性を認識できました。 

 
【セミナーによる成果物】 
グループ発表の資料や発⾔内容の記録、写真など 
①エレベーターのボタン（宮崎）（⼭本さん） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

深絞りの

検討資料 



 
 
 
 
 
 
 
 

②洗剤のボトル詰め替え（宮崎）（内野さん） 

 
 
③本⽇感じたことの発表の様⼦ 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 



【広報活動の記録・掲載記事】 

 
 
【講義資料】標準化セミナー講義レジュメ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 



 
 
資料３：集合写真と活動⾵景写真 

 
   


